
 

 

 

 

施設整備の基本方針（案） 

 

第４章 施設整備の基本方針 

「第２章 施設整備にあたっての基本的な考え方」及び「第３章 現状と課題」を踏  

まえ、戸塚環境センターに係る施設整備の基本方針を以下のとおりとします。 

 

方針１ 安全・安心に配慮した施設とします。 

事故や公害のない安全性に優れた、市民が安心して生活できる施設の整備を目指

します。 

 

方針２ 安定的にごみを処理できる施設とします。 

信頼性に優れ、日々発生するごみを滞りなく安定的に処理できる施設の整備を目

指します。 

 

方針３ 経済性に優れた施設とします。 

施設の整備から運営までのライフサイクルコストを削減し、維持管理が容易で、

経済性に優れた施設の整備を目指します。 

 

方針４ 循環型社会形成へ貢献できる施設とします。 

ごみ処理の過程で発生する資源物と熱エネルギーを最大限回収し、循環型社会の

形成に寄与できる施設の整備を目指します。 

 

方針５ 環境に優しい施設とします。 

施設周辺の生活環境に配慮するとともに、自然環境や地球環境に優しい施設の整

備を目指します。 

 

方針６ 地域に開かれた施設とします。 

環境啓発や情報発信に役立ち、市民の交流と憩いの場となる施設の整備を目指し

ます。 

 

方針７ 災害発生時に対応できる施設とします。 

地域の防災拠点として、災害発生時にも自立運転できる施設を目指します。 
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